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幕
末
維
新
期
盛
岡
に
お
け
る
操
興
行
と
盛
岡
藩

　
　

上
白
石
　
実

　
　
　

は
じ
め
に

　

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）、
盛
岡
市
の
旧
家
鈴
江
博
家
で
保
管
さ
れ

て
い
た
葛
篭
か
ら
淡
路
人
形（

（
（

が
発
見
さ
れ
た
。
葛
篭
の
中
に
は
、
淡
路
人

形
五
点
、
淡
路
人
形
の
頭
一
点
、
指
人
形
七
点
、
指
人
形
の
頭
三
点
と
、

古
文
書
十
五
点
が
入
っ
て
い
た
。
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
立

博
物
館
学
芸
員
の
門
屋
光
昭
が
詳
細
に
報
告
し
て
い
る（

（
（

。門
屋
に
よ
る
と
、

原
形
を
と
ど
め
て
い
る
淡
路
人
形
五
点
と
は
男
四
点
（
三
番
叟
、
千
歳
、

戎
、
不
明
）
と
女
一
点
で
、
古
い
タ
イ
プ
に
属
す
る
一
人
遣
い
の
人
形
で

あ
る
こ
と
、
同
じ
く
指
人
形
七
点
と
は
武
官
風
の
男
二
点
、
町
人
風
の
男

三
点
、
奥
女
中
風
の
女
二
点
で
あ
る
。
現
在
こ
の
葛
篭
と
人
形
、
古
文
書

は
岩
手
県
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）、
盛
岡
市
で
「
盛
岡
の
人
形
浄
瑠
璃
復
活

実
行
委
員
会
」
が
発
足
し
、
人
形
浄
瑠
璃
を
復
活
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
文
化
庁
の
「
文
化
遺
産
を
生

か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
」
の
助
成
金
を
利
用
し
、
五
点
の
淡
路
人
形
の

う
ち
三
番
叟
と
千
歳
の
レ
プ
リ
カ
を
作
成
し
た
。
人
形
の
復
元
作
業
と
し

て
は
、
ま
ず
頭
部
の
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
測
定
で
内
部
構
造
を
明
ら
か
に

し
、
次
に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
て
レ
プ
リ
カ
を
制
作
し
、
同
時
に
衣
装
も
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復
元
し
た
。
こ
う
し
て
制
作
さ
れ
た
人
形
を
使
っ
て
、
同
年
九
月
も
り
お

か
町
家
物
語
館
で
復
活
上
演
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
と
き
復
元
し
た
レ
プ

リ
カ
の
人
形
は
、
現
在
も
り
お
か
町
家
物
語
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

　

人
形
浄
瑠
璃
の
復
活
に
向
け
て
次
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
、
盛
岡
で
の
興
行
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

野
掛
け
興
行
か
門
付
か
、
一
人
遣
い
か
三
人
遣
い
か
、
人
形
を
操
る
の
は

旅
芸
人
か
盛
岡
在
住
の
芸
人
か
、人
形
を
保
管
し
て
い
た
鈴
江
家
の
役
割
、

興
行
と
祭
礼
と
の
関
係
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る（

（
（

。
こ
れ
ら
を
解
明
す
る

た
め
平
成
二
八
年
、「
盛
岡
の
人
形
浄
瑠
璃
復
活
委
員
会
」
の
下
に
発
足

し
た
「
鈴
江
人
形
調
査
委
員
会
」
に
筆
者
も
参
加
し
、
淡
路
人
形
と
古
文

書
を
閲
覧
・
撮
影
す
る
機
会
を
得
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
人
形
と
と
も
に
葛
篭
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
文
書
、

特
に
門
屋
が
今
後
の
課
題
と
し
た
弘
化
三
年
（
一
八
四
五
）「
諸
用
書
留

帳
」
と
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）「
諸
願
書
留
帳
」
を
分
析
し
、
幕
末
維

新
期
に
お
け
る
盛
岡
で
の
操
あ
や
つ
り

興
行
に
つ
い
て
解
明
し
、
そ
の
意
義
を
歴

史
学
的
に
考
察
す
る
の
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
　

第
一
章　

盛
岡
藩
の
芸
能
政
策
と
鈴
江
家

　

二
冊
の
帳
面
の
分
析
に
入
る
前
に
、
鈴
江
家
文
書
と
周
辺
の
史
料
を
使

い
、
盛
岡
に
お
け
る
鈴
江
家
の
立
場
と
盛
岡
藩
の
芸
能
政
策
に
つ
い
て
、

門
屋
の
研
究
を
参
考
に
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　

鈴
江
家
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
鈴
江
家
文
書
の
う
ち
延
享
五
年

（
一
七
四
八
）
に
書
か
れ
た
二
つ
史
料
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ

は
文
末
に
「
延
享
五
年
辰
五
月
十
五
日　

盛
岡
操
座
本
四
郎
兵
衛
」
と
日

付
と
署
名
の
書
込
み
の
あ
る
覚（

（
（

で
、
鈴
江
家
の
操
座
元
と
し
て
の
由
来
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
、「
操
座
元
覚
」）。
も
う
一
つ
が
文
末
に
「
寛

延
元
年
辰
十
月
廿
三
日　

盛
岡
御
印
判
師
二
葉
屋
四
郎
兵
衛
」
と
書
込
み

が
あ
る
覚（

（
（

で
、
鈴
江
家
の
印
判
師
二
葉
屋
四
郎
兵
衛
と
し
て
の
由
来
を
記

し
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
、「
印
判
師
覚
」）。
延
享
五
年
は
七
月
に
寛
延

と
改
元
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
二
つ
の
史
料
は
同
じ
年
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
筆
跡
と
料
紙
は
同
じ
で
あ
り
、
同
じ
人
物
に
よ
っ
て
後
世

写
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
「
操
座
元
覚
」に
よ
る
と
、鈴
江
家
の
先
祖
は
淡
路
国
三
原
郡
三
条
村（
現

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
）
の
操
座
元
代
官
鈴
江
又
五
郎
の
弟
鈴
江
四
郎
兵
衛

で
あ
り
、
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
近
世
初
期
に
盛
岡
に
移
住
し
た
。
寛
永

一
八
年
（
一
六
四
一
）
正
月
四
日
、
盛
岡
城
本
丸
で
藩
主
南
部
重
直
に
操

芝
居
を
披
露
し
た
と
こ
ろ
、「
盛
岡
鎮
守
之
御
祭
礼
幷
御
領
内
在
々
迄
」

の
興
行
の
「
切
手
」
が
下
さ
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
上
覧
を
き
っ

か
け
に
鈴
江
家
は
盛
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
時
に
お
け
る
操
の
興
行
権
と
領
内
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で
門
付
を
行
う
権
利
を
獲
得
し
た
と
い
う
。
こ
の
上
覧
に
つ
い
て
は
、
藩

の
家
老
部
屋
日
記
で
あ
る
「
雑
書（

（
（

」
が
寛
永
二
一
年
以
降
し
か
残
っ
て
い

な
い
た
め
、
藩
の
公
的
記
録
で
は
確
認
で
き
な
い
。

　

こ
の
「
雑
書
」
に
は
、
城
内
で
操
芝
居
が
行
わ
れ
た
記
録
が
、
寛
文
元

年
（
一
六
六
一
）
一
〇
月
二
九
日
、
同
一
一
月
二
日
・
三
・
四
日
、
寛
文

二
年
二
月
八
日
・
同
二
月
一
〇
日
、
寛
文
五
年
七
月
二
八
日
、
寛
文
七
年

九
月
二
八
日
と
出
て
く
る
。
二
代
南
部
利
直
、
三
代
南
部
重
直
の
時
代
に

あ
た
り
、
鈴
江
家
が
す
で
に
こ
の
時
期
に
は
盛
岡
に
居
住
し
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、「
雑
書
」
か
ら
は
城
内
で
の
操
芝
居
の
記
事
は
見
ら
れ
な
く

な
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
操
な
ど
の
芸
能
の
担
当
が
家
老
か
ら
寺
社
町

奉
行
に
移
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
寺
社
町
奉
行
の
記
録
は
享
保
一
六

年
（
一
七
三
一
）
一
月
か
ら
四
月
ま
で
の
わ
ず
か
四
カ
月
分
だ
け
が
現
存

し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
操
に
関
す
る
記
事
が
一
カ
所
出
て
く
る（

（
（

。
そ
れ

は
四
月
一
一
日
の
記
事
で
、「
操
役
者
仲
間
十
右
衛
門
・
清
次
郎
・
長
兵
衛
・

長
太
郎
・
清
七
・
庄
三
郎
・
弥
内
・
勘
四
郎
・
三
之
助
・
四
郎
兵
衛
、
右

拾
人
為
渡
世
在
々
相
廻
候
、
相
対
次
第
宿
借
通
可
申
候
、
若
右
之
者
共
我

侭
之
儀
仕
候
ハ
ヽ
此
方
江
早
々
可
申
越
候
、
急
度
詮
議
可
申
付
候
、
為
其

如
此
候
、
以
上
」
と
、
寺
社
奉
行
か
ら
領
内
の
検
断
に
宛
て
て
操
役
者
仲

間
十
人
に
宿
の
提
供
を
許
可
す
る
通
達
を
出
し
た
こ
と
、
操
座
元
四
郎
兵

衛
か
ら
検
断
を
通
し
て
寺
社
町
奉
行
に
出
願
し
て
い
た
「
切
手
」
の
発
行

が
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
十
名
の
最
後
に
出
て
く
る

四
郎
兵
衛
が
鈴
江
家
本
人
で
あ
ろ
う
。

　

盛
岡
藩
で
は
、
他
領
か
ら
来
た
旅
芸
人
が
門
付
を
行
う
こ
と
は
不
可
能

で
あ
っ
た
。「
御
家
被
仰
出（

（
（

」
に
よ
る
と
、
他
領
の
旅
芸
人
が
盛
岡
領
内

に
入
る
場
合
、
ま
ず
番
所
で
出
身
、
名
前
、
日
付
を
書
い
た
紙
に
番
人
の

印
を
押
し
た
判
鑑
が
わ
た
さ
れ
、
興
行
が
終
わ
り
領
外
に
出
る
と
き
に
番

所
に
判
鑑
を
返
却
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
領
内
を
通
行
す
る
と

き
に
は
、
宿
で
の
連
泊
や
脇
道
へ
の
立
ち
入
り
は
許
さ
れ
ず
、
盛
岡
城
下

で
の
滞
在
期
間
も
、
角
力
、
芝
居
役
者
、
操
役
者
、
竹
田
か
ら
く
り
、
軽

業
師
、
七
人
芸
者
、
浄
瑠
璃
語
、
講
釈
師
に
つ
い
て
は
祭
礼
の
前
後
四
五

日
限
り
と
し
、
興
行
が
終
わ
れ
ば
直
ち
に
城
下
か
ら
退
去
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
旅
芸
人
に
こ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
っ
た
た
め
、
盛
岡
領
内

で
門
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
鈴
江
家
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
領
外
か
ら
盛
岡
城
下
に
来
た
旅
芸
人
た
ち
は
、
城
下
で
自
由
に

興
行
を
行
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。「
南
部
藩
文
化
律（

（
（

」に
よ
る
と
、「
角

力
芝
居
都
而
為
見
物
願
も
不
立
候
者
、
立
元
五
十
日
手
錠
一
村
限
其
上
重

過
料
」
と
、
藩
に
無
届
け
で
角
力
や
芝
居
を
興
行
し
た
場
合
、
勧
進
元
に

は
五
十
日
間
の
手
鎖
の
う
え
居
村
か
ら
追
放
し
罰
金
を
科
す
こ
と
に
な
っ

て
い
て
、
実
際
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
無
届
け
で
芝
居
を
行
っ
た
勧
進
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元
が
、
検
断
を
罷
免
さ
れ
た
上
追
放
刑
に
処
せ
ら
れ
た
事
例
が
載
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
盛
岡
領
内
に
入
っ
た
旅
芸
人
た
ち
は
、
途
中
で
門
付
を
せ

ず
街
道
筋
を
通
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
盛
岡
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
盛
岡
で
は
勧
進
元
の
家
で
草
鞋
を
脱
ぎ
、
勧
進
元
か
ら
検
断
を
通
し

て
寺
社
町
奉
行
に
申
請
を
し
、
許
可
が
出
れ
ば
興
行
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
興
行
が
終
わ
れ
ば
、
直
ち
に
領
外
に
立
ち
退
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
勧
進
元
に
つ
い
て
は
、
芸
の
種
類
ご
と
に
担
当
が
決
め
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
盛
岡
を
訪
れ
た
落
語
家

船
遊
亭
翁
橋
の
日
記
に
は
、「
上
る
り
・
ふ
ん
こ
・
新
内
な
と
ハ
鈴
江
四

郎
三
郎
と
申
、
是
ハ
芸
者
之
頭
に
て
」
と
い
う
記
事
が
あ
る（

（1
（

。
浄
瑠
璃
や

豊
後
・
新
内
な
ど
の
芸
人
の
世
話
は
「
頭
」
と
よ
ば
れ
た
鈴
江
家
が
行
う

と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
鈴
江
家
は
、
操
座
元
と
し
て
人
形
浄
瑠
璃
の

興
行
の
世
話
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
語
り
物
に
関
す
る
諸
芸
の
勧
進
元

で
も
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
盛
岡
に
お
け
る
諸
芸
興
行
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
鈴
江
家
だ
が
、
そ
の
歩
み
は
順
調
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
宝
暦
年
間

に
画
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

先
ほ
ど
紹
介
し
た
「
操
座
元
覚
」
と
「
印
判
師
覚
」
を
も
う
一
度
確
認

し
て
み
よ
う
。

　
「
操
座
元
覚
」は
三
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。ま
ず
冒
頭
に
は
、「
延

享
五
年
辰
ノ
五
月
十
五
日
操
始
り
古
事
之
儀
覚
候
而
只
今
迄
渡
世
い
た
し

居
候
哉
、
扨
又
如
何
様
之
事
共
其
始
り
不
存
ニ
居
候
哉
否
之
儀
可
申
上
旨

被　

仰
出
候
、
若
心
得
之
義
も
有
之
候
ハ
ヽ
書
上
可
申
由
工
藤
続
様
ゟ
被 

仰
渡
ニ
付
、
江
戸
表
ニ
而
相
応
奉
差
上
候
趣
」
と
あ
り
、
こ
の
文
書
は
盛

岡
に
お
け
る
操
の
起
源
を
記
憶
し
て
い
る
か
を
問
わ
れ
た
鈴
江
家
が
、
江

戸
に
お
い
て
そ
の
起
源
や
家
の
来
歴
を
書
い
て
提
出
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。中
段
部
分
は
先
ほ
ど
紹
介
し
た
鈴
江
家
の
来
歴
が
書
か
れ
て
い
て
、

後
段
部
分
に
「
辰
六
月
朔
日
御
之
字
拝
領
之
儀
被　

仰
出
候
間
櫓
幕
内
幕

共
ニ
御
操
と
可
相
改
旨　

山
屋
説
字
様
ゟ
被　

仰
付
候
、已
上
」と
あ
り
、

同
年
六
月
一
日
に
藩
か
ら
「
御
」
の
字
の
使
用
が
許
さ
れ
た
こ
と
、
つ
ま

り
藩
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。

　
「
印
判
師
覚
」
も
三
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
前
段
が
印
判
師
に

な
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
中
段
は
藩
か
ら
資
金
を
得
て
購
入
し
た
道
具
類
の

書
上
げ
、
後
段
は
印
判
師
と
し
て
藩
御
用
を
つ
と
め
る
上
で
の
心
得
が
書

か
れ
て
い
る
。
鈴
江
四
郎
兵
衛
が
印
判
師
に
な
っ
た
経
緯
と
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
延
享
五
年
正
月
六
日
、
藩
か
ら
孝
行
者
の
褒
賞
が
あ
り
、

四
郎
兵
衛
に
も
二
百
疋
が
下
さ
れ
た
。
そ
の
褒
賞
の
一
部
で
あ
ろ
う
か
、

三
月
一
四
日
に
芸
事
見
習
の
た
め
江
戸
に
行
く
よ
う
藩
か
ら
命
じ
ら
れ
た

鈴
江
四
郎
兵
衛
は
、
四
月
八
日
江
戸
に
到
着
し
藩
邸
の
長
屋
に
入
っ
た
。
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江
戸
藩
邸
で
は
山
屋
説
宇
と
い
う
家
臣
に
目
を
懸
け
ら
れ
、
扶
持
米
も
下

さ
れ
た
。
こ
の
山
屋
説
宇
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。

　
　

�

私
家
業
之
人
形
稽
古
之
義
、
山
屋
説
字
様
ゟ
座
本
江
御
添
手
紙
被
下

罷
越
名
懸
弟
子
之
様
ニ
約
束
仕
候
得
共
、
折
節
座
本
甚
不
繁
昌
ニ
而

稽
古
之
義
も
存
様
難
成
罷
有
候
、
何
そ
用
立
候
芸
事
稽
古
仕
度
も
の

と
存
罷
有
候

　

つ
ま
り
四
郎
兵
衛
は
、
自
ら
の
家
業
を
操
の
師
匠
だ
と
主
張
し
、
山
屋

は
そ
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
、
師
匠
と
し
て
の
仕
事
が
繁
昌
し
な
い
の
で
他

に
芸
事
を
修
得
し
た
い
と
考
え
、
弟
子
の
山
屋
に
相
談
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
相
談
を
受
け
た
山
屋
か
ら
「
盛
岡
ニ
而
渡
世
之
間
ニ
は
如
何
様
成

事
を
い
た
し
居
そ
」
と
尋
ね
ら
れ
た
四
郎
兵
衛
は
、
彫
物
版
木
細
工
で
小

遣
い
稼
ぎ
を
し
て
い
た
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
藩
邸
出
入
り
の
印
判
師
を
紹

介
さ
れ
た
う
え
で
道
具
類
を
購
入
す
る
資
金
が
支
給
さ
れ
た
。
そ
の
う
え

で
山
屋
か
ら
、
南
部
家
の
名
を
印
に
彫
ら
な
い
こ
と
、
藩
の
御
用
で
印
判

を
彫
る
場
合
は
町
奉
行
に
届
け
出
る
こ
と
、
偽
の
印
判
を
彫
ら
な
い
こ
と

の
三
カ
条
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
御
城
御
用
の
印
判
三
つ
と
町
御

用
の
印
判
二
つ
を
彫
り
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
祝
儀
が
下
さ
れ
た
と
い
う
。

　

以
上
が
「
印
判
師
覚
」
の
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、

操
座
元
の
収
入
だ
け
で
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
た
め
四
郎
兵
衛
は
藩
に
保
護
を
求
め
る
と
と
も
に
他
の
職
業
の

斡
旋
を
求
め
て
い
る
こ
と
、
一
方
藩
と
し
て
も
印
判
師
と
し
て
の
技
能
向

上
の
世
話
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
操
座
元
と
し
て
の
鈴
江
家
を
維
持
す
る

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
鈴
江
家
は
、
旅
芸
人
の
管
理

と
操
の
芸
人
を
育
成
す
る
操
座
元
と
藩
の
御
用
を
勤
め
る
印
判
師
と
の
二

つ
の
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
鈴
江
家
は
、
自
ら
操
興
行
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
師
匠
と
し
て

弟
子
に
操
を
教
え
る
こ
と
も
家
業
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
き
ほ

ど
、
享
保
一
六
年
四
月
一
一
日
に
門
付
興
行
を
保
障
さ
れ
た
操
仲
間
が
四

郎
兵
衛
を
含
め
て
十
名
い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
四
郎
兵
衛
以
外
の
九

名
は
四
郎
兵
衛
の
弟
子
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
藩
主
南
部
利
視
が
没
し
南
部
利

雄
が
跡
を
継
ぐ
と
、
翌
三
年
六
月
一
八
日
に
「
操
太
夫
芝
居
立
候
節
、
看

板
御
操
と
相
出
候
、
向
後
御
之
字
為
付
申
間
敷
旨
被
仰
出
、
寺
社
御
奉
行

え
申
渡
之
」
と
い
う
指
示
が
出
さ
れ
、「
御
」
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た（

（1
（

。

藩
主
の
交
代
に
よ
る
政
策
転
換
に
よ
り
、
わ
ず
か
六
年
で
藩
の
保
護
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。



國學院雜誌　第 119 巻第 2号（2018年） ― 28 ―
　
　
　

第
二
章　

盛
岡
で
の
興
行
記
録

　

で
は
鈴
江
家
に
伝
わ
る
二
冊
の
興
行
記
録
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

　

一
冊
目
は
、
弘
化
二
年
一
二
月
か
ら
嘉
永
三
年
九
月
ま
で
の
記
録
で
、

表
紙
に
は
「
弘
化
三
年　

諸
用
書
留
帳　

午
正
月
吉
日
」
と
、
裏
表
紙
に

は
「
操
座
元　

鈴
江
四
郎
佐
」
と
書
か
れ
て
い
る
竪
帳
で
あ
る
（
以
下
、

史
料
Ａ
）。同
じ
無
地
の
料
紙
を
使
い
、全
丁
筆
跡
は
同
じ
で
あ
る
。ま
た
、

付
箋
が
一
カ
所
あ
る
だ
け
で
、
欄
外
へ
の
書
込
み
は
な
い
。
し
た
が
っ
て

こ
の
帳
面
は
、
嘉
永
三
年
九
月
以
降
に
一
人
の
手
で
清
書
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
、
興
行
の
出
願
が
一
四
件
（【
図
表
１
】
の
№
1

～
14
）
と
操
座
元
の
仕
事
に
関
連
す
る
記
事
が
あ
る
。

　

も
う
一
冊
が
、
嘉
永
三
年
九
月
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
八
月
ま

で
の
記
録
で
、
表
紙
に
は
「
嘉
永
四
年　

諸
願
書
留
帳　

戌
九
月
吉
日
」、

裏
表
紙
に
は
「
操
座
本　

鈴
江
四
郎
佐　

随
用
」
と
書
か
れ
て
い
る
竪
帳

で
あ
る
（
以
下
、
史
料
Ｂ
）。「
随
用
」
と
は
「
用
に
し
た
が
っ
て
」
と
読

む
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
跡
は
史
料
Ａ
と
同
じ
人
物
と
み
ら
れ
る
が
、
料
紙

は
無
地
、
竪
罫
紙
、
特
殊
な
罫
線
の
竪
罫
紙
、
ノ
ド
に
「
梅
坡
楼
」
と
あ

る
竪
罫
紙
と
四
種
類
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
欄
外
や
行
間
に
多
く
の
書

込
み
が
見
ら
れ
る
。
裏
表
紙
に
「
随
用
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
帳
面

は
興
行
願
い
と
そ
れ
に
関
連
す
る
記
事
を
随
時
書
き
留
め
た
史
料
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
内
容
は
、
興
行
の
出
願
が
五
六
件
（【
図
表
１
】
の
№
15
～

70
）
と
関
連
記
事
で
あ
る
。

　

二
冊
の
帳
面
に
あ
る
出
願
記
録
を
整
理
し
た
の
が
【
図
表
１
】「
鈴
江

家
が
扱
っ
た
興
行
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。
こ
の
表
に
あ
る
届
出
日
と
は
、
興

行
願
が
鈴
江
家
か
ら
検
断
に
出
さ
れ
た
日
付
で
、
芸
人
が
盛
岡
に
到
着
し

た
そ
の
日
か
翌
日
に
出
さ
れ
て
い
る
。
盛
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
は
毎
年
八
月

一
五
日
に
行
わ
れ
る
が
、
祭
礼
時
以
外
に
も
旅
芸
人
の
来
訪
が
確
認
で
き

る
。
興
行
願
に
は
興
行
の
目
的
を
し
る
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
大
部
分
は

「
御
城
下
為
御
賑
」
で
あ
る
。
ま
た
興
行
場
所
を
見
て
も
、
八
幡
宮
の
境

内
に
あ
る
神
明
社
以
外
に
、
帰
命
寺
を
は
じ
め
と
す
る
寺
院
や
八
幡
町
の

町
中
で
興
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
操
座
元
覚
」
で
は
、
寛
永
一
八
年
正

月
四
日
の
上
覧
を
き
っ
か
け
に
盛
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
時
に
お
け
る
操
の
興

行
権
を
得
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
祭
礼
に
関
係
な
く
興
行
が
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　

芸
人
の
出
身
地
を
見
る
と
江
戸
・
大
坂
・
仙
台
・
山
形
な
ど
が
見
え
る
。

そ
の
一
方
で
操
の
本
場
淡
路
国
出
身
の
芸
人
が
見
ら
れ
な
い
。
名
前
の
な

か
に
四
郎
佐
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
鈴
江
四
郎
佐
で
あ
り
、
本
人
自
身

や
弟
子
た
ち
に
よ
る
小
屋
掛
け
興
行
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

芸
の
種
類
を
見
る
と
、
操
だ
け
で
な
く
軍
書
講
釈
や
常
磐
津
、
噺
家
も



― 29 ― 幕末維新期盛岡における操興行と盛岡藩

【
図
表
１
】
鈴
江
家
が
扱
っ
た
興
行
リ
ス
ト

№
西

暦
届

出
日

出
身

名
前

人
数

場
所

演
目

日
数

時
間

木
戸

銭
桟

敷
特

記

1
1845

弘
化

２
・

12・
５

四
郎

佐
帰

命
寺

人
形

操
20

58
〇

時
節

柄
不

許
可

、
再

度
出

願
し

許
可

2
1846

弘
化

３
・

１
・

４
大

坂
島

の
内

荒
吉

4
帰

命
寺

人
形

操
途

中
か

ら
大

泉
寺

へ
移

動
3

1846
弘

化
３

・
１

・
23

江
戸

浅
草

清
五

郎
6

人
形

操
4

1846
弘

化
３

・
２

・
４

大
坂

島
の

内
荒

吉
4

人
形

操

5
1846

弘
化

３
・

２
・

６
江

戸
浅

草
松

五
郎

13
操

20
11日

目
に

上
様

差
支

に
付

中
止

命
令

6
1846

弘
化

３
・

８
・

20
江

戸
浅

草
田

原
町

三
光

2
浄

瑠
璃

10
夜

26
7

1846
弘

化
３

・
９

・
20

仙
台

水
沢

南
虎

1
神

明
社

軍
談

講
釈

10
午

後
26

足
痛

の
た

め
出

国
延

期

8
1848

嘉
永

１
・

８
・

２
江

戸
浅

草
造

酒
志

太
夫

1
神

明
社

浄
瑠

璃
10

午
後

32
昼

興
行

で
不

入
り

、
夕

方
興

行
を

許
可

さ
れ

る
9

1848
嘉

永
１

・
９

・
１

江
戸

神
田

伊
佐

太
夫

2
八

幡
町

浄
瑠

璃
7

午
後

38
興

行
延

長
許

可
10

1848
嘉

永
１

・
９

・
29

仙
台

国
分

常
磐

津
文

字
鹿

2
八

幡
町

浄
瑠

璃
10

夕
方

32
興

行
28日

間
延

長
11

1848
嘉

永
１

・
10・

17
四

郎
佐

八
幡

町
人

形
操

10
48

〇
延

長
願

い
不

許
可

12
1849

嘉
永

２
・

１
・

29
羽

州
山

形
駒

太
夫

2
帰

命
寺

浄
瑠

璃
15

夕
方

38
女

房
病

気
に

付
３

月
15日

ま
で

出
立

延
期

13
1850

嘉
永

３
・

４
・

４
仙

台
塩

倉
町

友
吉

2
浄

瑠
璃

母
病

気
に

付
出

立
延

期
許

可
14

1850
嘉

永
３

・
６

・
21

大
坂

北
堀

江
田

磨
太

夫
2

浄
瑠

璃

15
1850

嘉
永

３
・

９
・

25
結

城
町

燕
晋

1
軍

書
講

釈
10

興
行

７
日

延
長

、
再

延
長

は
不

許
可

16
1850

嘉
永

３
・

10
四

郎
佐

2
帰

命
寺

浄
瑠

璃
7

夕
方

不
許

可
17

1850
嘉

永
３

・
10・

28
羽

州
西

茂
田

村
凌

暁
1

軍
談

講
釈

7
嘉

永
４

年
２

月
25日

ま
で

逗
留

18
1851

嘉
永

４
・

２
・

６
大

坂
南

久
寺

町
大

星
軒

4
帰

命
寺

浄
瑠

璃
10

夕
方

50
〇

興
行

27日
延

長
、

夫
婦

喧
嘩

で
本

人
は

出
奔

19
1851

嘉
永

４
・

２
・

19
江

戸
八

丁
堀

文
次

郎
1

浄
瑠

璃
興

行
中

止
、

20日
出

立

20
1851

嘉
永

４
・

３
・

21
仙

台
肴

丁
鯉

三
郎

2
神

明
社

噺
家

10
夕

方
38

神
明

社
不

都
合

に
つ

き
加

賀
野

菩
提

院
に

場
所

変
え



國學院雜誌　第 119 巻第 2号（2018年） ― 30 ―

21
1851

嘉
永

４
・

４
・

13
江

戸
浅

草
鶴

勇
斉

3
神

明
社

浄
瑠

璃
10

夕
方

58
興

行
５

日
延

長
22

1851
嘉

永
４

・
６

・
12

仙
台

城
下

繁
松

3
浄

瑠
璃

9
興

行
せ

ず
15日

出
立

23
1851

嘉
永

４
・

７
・

25
江

戸
大

伝
馬

町
峯

五
郎

8
浄

瑠
璃

、
子

踊
10

上
様

御
差

図
に

よ
り

来
た

。
多

勢
に

つ
き

分
宿

、
９

月
７

日
出

立
24

1851
嘉

永
４

・
７

・
28

江
戸

大
伝

馬
町

琴
司

3
八

幡
町

坂
の

下
浄

瑠
璃

、
子

踊
10

夕
方

62
興

行
25日

延
長

25
1851

嘉
永

４
・

８
・

４
仙

台
城

下
繁

松
3

浄
瑠

璃
10

再
訪

26
1851

嘉
永

４
・

７
・

29
大

坂
島

之
内

浪
花

太
夫

3
浄

瑠
璃

10
興

行
10日

延
長

27
1851

嘉
永

４
・

８
・

５
仙

台
城

下
つ

か
る

1
八

幡
町

中
程

浄
瑠

璃
10

夕
方

50
興

行
25日

延
長

28
1851

嘉
永

４
・

８
・

29
江

戸
山

下
お

く
め

1
浄

瑠
璃

10
つ

あ
る

と
合

流
29

1851
嘉

永
４

・
10・

27
大

坂
塩

丁
豊

太
夫

1
浄

瑠
璃

10
興

行
22日

延
長

30
1851

嘉
永

４
・

11・
29

江
戸

芝
神

明
前

兼
吉

2
浄

瑠
璃

10
31

1852
嘉

永
５

・
２

・
24

江
戸

深
川

清
五

郎
6

操
10

32
1852

嘉
永

５
・

２
・

25
江

戸
深

川
弥

三
郎

2
操

10
33

1852
嘉

永
５

・
閏

２
・

９
江

戸
深

川
巳

之
介

13
操

30
34

1852
嘉

永
５

・
閏

２
・

18
江

戸
深

川
重

次
郎

1
10

35
1852

嘉
永

５
・

閏
２

・
19

伊
達

郡
八

丁
目

友
次

郎
13

操
10

36
1852

嘉
永

５
・

閏
２

・
18

羽
州

山
形

駒
太

夫
3

10
37

1852
嘉

永
５

・
３

・
２

江
戸

芝
神

明
前

兼
吉

2
10

38
1852

嘉
永

５
・

３
・

１
盛

岡
河

原
丁

四
郎

佐
　

帰
命

寺
人

形
操

10
72

〇
無

入
に

付
小

札
を

願
い

で
る

39
1852

嘉
永

５
・

３
・

13
江

戸
芝

神
明

前
文

字
吉

1
帰

命
寺

浄
瑠

璃
10

夕
方

56
駒

吉
女

房
40

1852
嘉

永
５

・
３

・
13

江
戸

西
久

保
町

神
田

伯
翁

1
操

10
100

礼
銭

１
人

前
百

文
ニ

小
札

50文

41
1855

安
政

２
・

９
・

29
江

戸
麹

町
夢

月
3

軍
書

講
釈

女
房

病
気

に
つ

き
出

立
延

期
願

い
、

許
可

42
1856

安
政

３
・

４
・

15
江

戸
浅

草
茅

丁
竜

山
1

軍
談

講
釈

判
鏡

紛
失

・
病

気
に

つ
き

出
立

延
期

願
い

許
可

43
1856

安
政

３
・

７
・

21
仙

台
肴

町
翁

玉
1

軍
書

講
釈

10
商

人
宿

松
太

郎
に

宿
泊

、
興

行
30

日
延

長

44
1857

安
政

４
・

４
・

24
江

戸
本

郷
一

丁
目

組
太

夫
2

浄
瑠

璃
病

気
に

つ
き

出
立

延
期

願
い

不
許

可
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45
1857

安
政

４
・

８
・

１
江

戸
浅

草
茅

丁
竜

山
1

軍
談

講
釈

10
夕

方
32

不
許

可
、

昼
興

行
・

木
戸

銭
18文

で
再

願
し

許
可

、
興

行
延

長
46

1857
安

政
４

・
８

・
９

秋
田

出
崎

港
真

竜
1

軍
書

講
釈

興
行

延
長

47
1857

安
政

４
・

８
・

10
江

戸
下

谷
勝

三
郎

2
浄

瑠
璃

10
病

気
に

つ
き

出
立

延
期

願
い

48
1858

安
政

５
・

11・
１

仙
台

立
町

蘭
山

1
軍

書
講

釈
足

痛
み

に
つ

き
逗

留
延

期
49

1859
安

政
６

・
12・

22
仙

台
城

下
肴

丁
曽

智
米

2
軍

書
講

釈
足

痛
み

に
つ

き
逗

留
延

期
50

1862
文

久
２

・
５

・
７

江
戸

浅
草

材
木

町
燕

来
2

軍
書

講
釈

足
痛

み
に

つ
き

逗
留

延
期

51
1862

文
久

２
・

９
・

22
江

戸
下

谷
広

小
路

久
賀

太
夫

2
浄

瑠
璃

病
気

に
つ

き
逗

留
延

期
願

い
52

1862
文

久
２

・
８

・
１

盛
岡

河
原

丁
四

郎
佐

1
帰

命
寺

軍
書

講
釈

10
18

〇
53

1862
文

久
２

・
８

・
６

江
戸

築
地

千
山

2
八

幡
町

山
軍

書
講

釈
10

（
10日

間
の

入
札

974枚
）

54
1864

元
治

１
・

８
・

３
四

郎
佐

7
帰

命
寺

浄
瑠

璃
20

夕
方

38
〇

55
1865

慶
応

１
・

７
・

26
四

郎
佐

10
帰

命
寺

浄
瑠

璃
20

夕
方

58
〇

検
断

・
肝

入
・

十
人

組
へ

賂

56
1866

慶
応

２
・

７
・

22
四

郎
佐

22
帰

命
寺

常
磐

津
15

夕
方

72
〇

夜
興

行
不

許
可

、
願

書
書

直
し

許
可

57
1867

慶
応

３
・

７
・

25
四

郎
佐

30
帰

命
寺

常
磐

津
15

夕
方

76
〇

夜
興

行
不

許
可

58
1867

慶
応

３
・

８
・

３
四

郎
佐

8
神

明
社

義
太

夫
節

影
操

15
夕

方
84

〇
興

行
３

日
延

長
願

い

59
1867

慶
応

３
・

８
・

８
盛

岡
河

原
丁

四
郎

佐
帰

命
寺

常
磐

津
15

夕
方

昼
興

行
で

は
不

入
、

夕
方

興
行

を
願

う
60

1869
明

治
２

・
８

・
15

四
郎

佐
大

工
丁

浄
瑠

璃
5

夜
200

「
盛

岡
県

役
所

」
に

出
願

61
1869

明
治

２
・

８
・

29
四

郎
佐

天
福

院
浄

瑠
璃

5
夜

224

62
1869

明
治

２
・

８
・

29
四

郎
佐

菩
提

院
軍

書
・

薩
摩

浄
瑠

璃
か

た
り

7
夜

200
興

行
延

長

63
1869

明
治

２
・

９
・

８
四

郎
佐

帰
命

寺
浄

瑠
璃

10
夜

272
役

方
へ

の
不

調
法

あ
り

64
1869

明
治

２
・

８
・

15
四

郎
佐

了
源

寺
軍

書
・

薩
摩

浄
瑠

璃
7

日
付

欠

65
1869

明
治

２
・

９
・

17
四

郎
佐

4
摂

取
寺

浄
瑠

璃
7

夜
220

興
行

10日
延

長

66
1869

明
治

２
・

10・
２

四
郎

佐
天

福
院

軍
書

・
薩

摩
浄

瑠
璃

7
夜

250

67
1869

明
治

２
・

10・
19

四
郎

佐
馬

町
浄

瑠
璃

10
夜

200
「

民
政

役
所

」
へ

提
出
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見
ら
れ
る
。
浄
瑠
璃
や
人
形
操
の
う
ち
人
数
が
大
勢
い
る
も
の
は
義
太
夫

節
、
三
味
線
、
三
人
遣
い
が
そ
ろ
っ
た
操
興
行
で
、
一
人
ま
た
は
二
人
の

も
の
は
浄
瑠
璃
語
り
だ
け
か
一
人
遣
い
の
操
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
踊

ま
た
は
小
踊
と
は
鈴
江
家
で
発
見
さ
れ
た
指
人
形
を
使
っ
た
操
か
と
思
わ

れ
る
。

　

興
行
期
間
は
お
お
む
ね
十
日
間
で
出
願
し
て
い
て
、
藩
法
の
四
～
五
日

と
い
う
規
定
は
空
文
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
入
り
の
場
合
願
い

を
出
せ
ば
さ
ら
に
十
日
ず
つ
延
長
さ
れ
て
い
る
。

　

木
戸
銭
と
桟
敷
に
つ
い
て
、
木
戸
銭
と
は
別
に
桟
敷
銭
が
設
定
し
て
あ

る
場
合
は
桟
敷
の
項
目
に
〇
を
付
け
た
。
大
型
の
小
屋
掛
け
で
の
興
行

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
逆
に
木
戸
銭
の
記
載
が
な
い
場
合
は
野
掛
け
で
の
興

行
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
明
治
期
に
入
る
と
木
戸
銭
が
急
上
昇

し
て
い
る
。
戊
辰
戦
争
直
後
の
イ
ン
フ
レ
状
況
が
う
か
が
わ
れ
て
興
味
が

あ
る
。

　

料
金
設
定
に
つ
い
て
№
1
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
鈴
江
四
郎
佐
が
最

初
出
願
し
た
と
き
に
は
、
木
戸
銭
五
八
銭
、
上
敷
銭
二
四
文
、
筵
銭
一
五

文
、
〆
九
七
文
、
上
桟
敷
三
五
〇
文
、
中
桟
敷
四
〇
〇
文
、
下
升
六
〇
〇

文
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
寺
社
町
奉
行
か
ら
差
紙
が
来
た
の
で
出
頭

し
た
と
こ
ろ
、「
操
興
行
願
御
時
節
柄
日
数
廿
日
願
難
被
仰
付
」
と
時
節

柄
を
理
由
に
許
可
が
降
り
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
木
戸
銭
五
二
文
、
上
敷

銭
二
二
文
、
筵
銭
一
四
文
、
〆
八
八
文
、
上
桟
敷
三
五
〇
文
、
中
桟
敷

四
〇
〇
文
、
下
升
六
〇
〇
文
と
値
下
げ
し
て
再
度
出
願
し
た
と
こ
ろ
許
可

が
降
り
た
と
い
う
。
こ
の
木
戸
銭
は
入
場
料
、
上
敷
銭
と
筵
銭
は
敷
物
の

料
金
で
、
三
者
を
合
わ
せ
た
八
八
文
が
最
低
必
要
な
料
金
と
な
る
。
上
桟

敷
、
中
桟
敷
、
下
升
が
指
定
席
の
料
金
と
考
え
ら
れ
る
。
上
桟
敷
よ
り
中

桟
敷
、
中
桟
敷
よ
り
下
升
の
料
金
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
下
升
が
舞

台
に
近
い
席
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

二
冊
の
帳
面
に
は
興
行
願
い
に
関
す
る
記
事
の
他
に
、
操
座
元
に
係
る

さ
ま
ざ
ま
な
関
連
記
事
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
注
目
す
べ
き

点
に
つ
い
て
二
点
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、【
図
表
１
】
の
№
4
松
五
郎
の
出
願
書
に
添
え
ら
れ
た
書
き
込

み
で
、弘
化
三
年
二
月
一
八
日
寺
社
町
奉
行
に
呼
び
出
さ
れ
た
四
郎
佐
は
、

「
御
上
様
御
差
支
ニ
付
操
興
行
今
日
限
御
差
留
被
成
候
」
と
、
二
月
六
日

に
二
〇
日
間
の
日
程
で
許
可
さ
れ
た
興
行
を
急
き
ょ
中
止
す
る
こ
と
、
そ

68
1869

明
治

２
・

11・
４

四
郎

佐
帰

命
寺

常
磐

津
・

子
踊

り
10

夜
272

69
1870

明
治

３
・

５
・

９
四

郎
佐

八
幡

丁
広

小
路

常
磐

津
・

子
踊

り
10

午
後

450
〇

「
市

長
瀬

川
清

十
郎

」
へ

出
願

70
1870

明
治

３
・

８
・

７
四

郎
佐

4
浄

瑠
璃

7
夜

200
「

市
長

瀬
川

清
十

郎
」

へ
出

願
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の
理
由
が
「
上
様
御
差
支
」
で
あ
る
と
命
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
年
の

七
月
一
九
日
、
ふ
た
た
び
寺
社
町
奉
行
に
呼
び
出
さ
れ
た
四
郎
佐
は
、「
当

年
作
合
宜
き
候
ニ
付
御
上
様
ニ
而
格
別
思
召
、
依
之
当
八
月
御
神
事
を
心

懸
他
領
よ
り
来
掛
り
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
逗
留
可
差
出
旨
御
意
御
座
候
、
依

而
は
興
行
も
可
被
仰
付
由
」
と
、
今
年
は
作
柄
が
良
い
の
で
他
領
か
ら
芸

人
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
と
い
う
上
様
の
内
意
を
受
け
取
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
盛
岡
で
の
興
行
は
、
藩
の
事
情
も
し
く
は
藩
主
個
人

の
嗜
好
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
嘉
永
元
年
七
月
二
九
の
日
付
が
あ
る
書
込
み
に
よ
る
と
、
や
は

り
寺
社
町
奉
行
に
呼
び
出
さ
れ
た
四
郎
佐
に
、「
此
度
青
物
丁
菊
松
ト
申

者
操
幷
ニ
芝
居
諸
芸
一
手
勧
進
元
被　

仰
付
候
事
」
と
青
物
丁
の
菊
松
に

操
や
芝
居
な
ど
全
て
の
芸
能
の
勧
進
元
を
命
じ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
さ

ら
に
九
月
に
は
検
断
か
ら
も
「
青
物
丁
菊
松
義
、
春
秋
共
諸
木
戸
勧
進
元

一
手
ニ
被　

仰
出
候
事
」
と
伝
え
ら
れ
た
と
あ
る
。
青
物
丁
と
は
、
盛
岡

城
下
か
ら
は
北
上
川
を
渡
っ
た
街
道
の
西
側
に
あ
た
り
、「
盛
岡
砂
子（

（1
（

」

に
よ
る
と
青
物
丁
の
西
外
れ
に
七
軒
丁
と
よ
ば
れ
た
藩
お
抱
え
の
芸
能
集

団
が
住
ん
で
い
た
。
こ
の
七
軒
丁
の
頭
取
が
次
章
で
述
べ
る
御
駒
太
夫
で

あ
る
。
藩
と
し
て
は
、
芸
能
の
勧
進
元
を
御
駒
太
夫
に
一
元
化
す
る
方
針

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

鈴
江
家
は
こ
れ
以
後
も
か
わ
ら
ず
操
座
元
を
勤
め
て
い
る
が
、
鈴
江
家

の
不
安
定
な
立
場
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。鈴
江
家
と
し
て
は
、

藩
の
意
向
に
従
い
つ
つ
城
下
の
賑
わ
い
と
自
身
の
操
座
元
と
し
て
の
立
場

を
維
持
す
る
た
め
、
興
行
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

第
三
章　

弘
化
・
嘉
永
期
の
芸
能
興
行

　
【
図
表
１
】
に
あ
る
出
願
件
数
を
年
別
に
整
理
し
た
の
が
、【
図
表
２
】

「
鈴
江
家
か
ら
の
年
別
届
出
数
」で
あ
る
。横
軸
が
年
、縦
軸
が
件
数
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
年
に
よ
り
興
行
数
に
顕
著
な
差
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
嘉
永
四
年
か
ら
翌
五
年
が
興
行
数
の
ピ
ー
ク
で
、
嘉
永
四
年

が
一
三
件
、
嘉
永
五
年
は
一
〇
件
の
興
行
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
理
由
は
何

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
か
ら
操
座
元
を
勤
め
て
い
た
鈴
江
家
が
弘

化
二
年
に
記
録
を
取
り
始
め
た
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。
弘
化
二
年
と
嘉
永

四
年
の
状
況
に
つ
い
て
、
二
冊
の
興
行
記
録
か
ら
読
み
取
っ
て
み
た
い
。

　

弘
化
二
年
か
ら
記
録
を
取
り
始
め
た
理
由
と
し
て
は
、
史
料
Ａ
の
№
1

の
記
事
に
ヒ
ン
ト
が
書
か
れ
て
い
る
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
よ
う
に
№
1
の

事
例
で
は
、
一
二
月
五
日
に
提
出
さ
れ
た
最
初
の
出
願
書
類
は
い
っ
た
ん

却
下
さ
れ
た
が
、
入
場
料
を
値
下
げ
し
て
再
度
出
願
し
た
と
こ
ろ
許
可
さ

れ
た
。
そ
の
後
四
郎
佐
は
、
寺
社
町
奉
行
の
下
役
と
思
わ
れ
る
御
廻
方
、

十
人
組
、
目
明
に
興
行
を
届
け
出
た
。
そ
の
う
え
で
二
九
日
寺
社
町
奉
行
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に
、「
往
古
ゟ
之
櫓
幕
江
南
部
大
操
と
印
来
候
処
、御
免
大
操
ト
入
替
仕
度
」

と
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
許
可
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
れ
ま
で
鈴
江
家
に
よ
る

操
興
行
は
「
南
部
大
操
」
と
称
し
て
い
た
が
、
こ
れ
以
後
は
「
御
免
大
操
」

と
名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
延
享
五
年
に
獲
得
し
た
藩
の
保

護
を
宝
暦
三
年
に
失
っ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
そ
れ
が
、
理
由
は
不
明

で
あ
る
が
弘
化
二
年
に
再
び
獲
得
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

№
1
の
記
事
に
は
、
櫓
や
幕
に
付
け
ら
れ
た
「
御
免
大
操
」
と
い
う
図

が
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
【
図
表
】
３
で
あ
る
。
上
部
に
横
書
き
で
「
御

免
」、
中
央
に
縦
書
き
で
「
大
操
」、
そ
の
右
に
「
盛
岡
操
座
本
」、
左
に
「
鈴

江
四
郎
佐
」
と
書
い
て
あ
る
の
が
見
え
る
。

　

次
に
嘉
永
四
年
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
史
料
Ａ
が
嘉
永
三

年
九
月
以
降
に
清
書
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
こ
と
、
史
料
Ｂ
が
表
紙
に
「
嘉

永
四
年
九
月
吉
日
」
と
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
い
。
こ
こ
か
ら
推
測
で

き
る
の
は
、
鈴
江
家
に

は
嘉
永
三
年
九
月
か
ら

翌
年
九
月
ま
で
の
一
年

間
に
、
藩
の
保
護
が
復

活
し
た
弘
化
二
年
一
二

月
以
来
の
興
行
の
出
願

記
録
を
整
理
す
る
必
要

【図表２】鈴江家からの年別届出数

【図表３】御免大操
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が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
藩
の
芸
能
政
策
に
変
更
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
史
料
Ｂ
の
書
込
み
記

事
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。

　

史
料
Ｂ
の
嘉
永
四
年
八
月
の
部
分
の
上
部
に
、
次
の
書
込
み
が
あ
る
。

　
　

�

当
八
月
初
メ
ニ
目
明
共
江
角
力
は
余
キ
諸
所
之
勧
進
元
幷
宿
願
上
被 

仰
付
候
旨
検
断
殿
御
沙
汰
ニ
御
座
候
、
尤
逗
留
幷
願
書
之
儀
ハ
是
迄

之
通
ニ
三
太
夫
江
被　

仰
付
候
通
、
若
株
式
ニ
付
何
か
勧
進
元
共
ニ

而
差
遣
申
聞
候
ハ
ヽ
早
速
申
出
候
様
御
沙
汰
ニ
御
座
候
、
其
節
ハ
御

沙
汰
可
被
成
候
、
御
達
し
に
可
有
之
哉
ニ
候
、
尤
目
明
共
ゟ
諸
■
升

持
参
い
た
し
候
、
右
勧
進
元
被　

仰
付
候
間
已
来
何
分
ニ
も
と
武
左

衛
門
様
酒
弐
升
持
参
い
た
し
申
候
所
、
右
之
通
申
加
参
り
御
面
謁
被

下
度
と
手
前
を
説
差
上
候
、
已
上
、
亥
八
月

　

非
常
に
判
読
が
困
難
で
あ
り
、
宛
所
も
差
出
も
な
い
た
め
解
釈
に
困
る

史
料
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。
八
月
初
め
に
検
断
か
ら
四
郎

佐
に
、
角
力
を
除
き
他
の
興
行
に
つ
い
て
、
勧
進
元
か
ら
の
興
行
願
い
と

芸
人
の
宿
泊
願
い
の
扱
い
を
目
明
に
命
じ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
う

え
で
鈴
江
家
に
宿
泊
や
興
行
の
願
い
に
つ
い
て
株
式
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
な
ら
ば
届
け
出
る
よ
う
に
、
そ
う
す
れ
ば
従
来
通
り
鈴
江
家
が
勧
進
元

を
勤
め
る
こ
と
を
許
可
す
る
と
も
通
達
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
証
拠
と
な

る
も
の
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
従
来
通
り
勧
進
元
を
続
け
る
こ
と
が
許
さ

れ
た
の
で
、
目
明
た
ち
に
酒
を
振
舞
っ
て
感
謝
し
た
。

　

こ
の
解
釈
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
嘉
永
四
年
八
月
に
藩
は
、
角
力
を
除

く
諸
芸
能
の
興
行
権
を
勧
進
元
か
ら
取
り
上
げ
目
明
し
に
与
え
よ
う
と
し

た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
四
郎
佐
と
し
て
は
興
行
権
を
維
持
す
る
た
め

に
、
永
年
操
座
元
と
し
て
勧
進
元
を
勤
め
て
き
た
証
拠
を
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
鈴
江
家
な
ど
諸
芸
能
の
勧
進
元
に
株
式
が

与
え
ら
れ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
そ
こ
で
作
成
し
た
の
が
史
料
Ａ
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
史
料
Ａ
が
「
御
免
大
操
」

を
許
さ
れ
た
№
1
の
事
例
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

　

こ
の
前
後
に
鈴
江
家
の
操
座
元
と
し
て
の
役
割
や
仕
事
が
変
わ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
も
、
史
料
Ｂ
に
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
嘉
永
四
年
八
月
八
日

に
寺
社
町
奉
行
に
提
出
し
た
と
思
わ
れ
る
「
口
上
之
覚
」
を
全
文
引
用
し

て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

口
上
之
覚

　

一�
天
保
五
年
午
八
月
為
寄
浄
瑠
理
江
所
作
事
相
加
御
駒
太
夫
京
助
と
私

両
名
ニ
而
奉
願
上
候
儀
は
、
御
神
事
御
賑
之
節
芸
人
壱
人
も
参
合
不

申
ニ
付
御
賑
不
申
所
、
御
沙
汰
ニ
は
此
度
御
賑
不
申
上
候
ハ
ヽ
已
来
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興
行
向
等
不
被　

仰
付
候
旨
御
沙
汰
ニ
付
、
私
弟
子
之
内
ゟ
為
寄
浄

瑠
理
江
所
作
事
加
奉
願
上
候
心
組
之
所
江
、
御
駒
太
夫
京
助
召
参
頼

合
ニ
は
、
右
御
沙
汰
向
ニ
付
当
惑
罷
有
候
、
承
候
へ
は
為
寄
浄
瑠
江

所
作
事
加
願
上
由
候
、
依
之
右
為
寄
浄
瑠
理
江
拙
者
も
相
加
呉
候
而

両
名
ニ
而
願
上
候
ハ
ヽ
此
方
ゟ
別
段
御
賑
不
申
上
候
と
も
御
不
審
相

成
申
間
敷
と
存
候
間
、
右
願
書
江
此
度
斗
名
前
加
願
上
呉
候
様
頼
合

ニ
付
、
不
得
止
事
任
其
意
ニ
奉
願
上
候
所
、
願
之
通
被　

仰
付
難
有

興
行
罷
有
候
、

　

一�

去
年
八
月
為
寄
浄
瑠
理
幷
小
踊
御
駒
太
夫
源
二
郎
と
私
両
人
ニ
而
奉

願
上
候
、
為
寄
浄
瑠
理
幷
子
踊
之
儀
は
私
掛
り
御
座
候
得
共
、
芸
人

は
坂
東
尾
若
と
申
而
既
ニ
小
芝
居
同
様
之
振
付
有
之
趣
願
出
候
ニ

付
、
源
二
郎
と
談
合
之
上
両
名
ニ
而
奉
願
上
候
所
、
願
之
通
被　

仰

付
難
有
興
行
罷
有
候
、

　

一�

此
度
奉
願
上
候
為
寄
浄
瑠
理
幷
子
踊
私
一
名
ニ
而
奉
願
上
候
儀
ハ
、

右
芸
人
藤
間
琴
司
と
申
而
踊
一
様
之
者
ニ
而
外
小
芝
居
同
様
之
振
付

等
無
御
座
候
、
尤
前
文
申
上
候
通
踊
之
儀
は
私
掛
り
ニ
御
座
候
故
私

一
名
奉
願
上
候
、
尤
江
戸
表
ニ
而
は
藤
間
座
・
中
村
座
と
二
ケ
所
踊

座
御
座
候
、
去
年
奉
願
上
候
芸
人
は
坂
東
尾
若
と
申
而
右
両
座
之
者

ニ
無
御
座
候
故
、
源
治
郎
両
名
ニ
而
奉
願
上
候
、
依
之
去
年
興
行
之

節
ハ
舞
台
江
花
道
等
相
付
候
、
此
度
は
右
等
故
花
道
は
付
不
申
候
、

踊
之
儀
は
私
掛
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
、
去
年
之
振
合
と
号
ス
源
二
郎

よ
り
申
上
候
事
と
奉
存
候
、
此
段
御
賢
慮
被
成
下
度
奉
願
上
候
、
以

上
、

　

こ
れ
も
解
釈
に
困
る
部
分
が
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。

　

一
条
目
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
八
月
に
私
と
御
駒
太
夫（

（1
（

の
京
助
が

連
名
で
浄
瑠
璃
に
所
作
事（

（1
（

を
加
え
る
こ
と
の
許
可
を
求
め
た
理
由
と
は
、

こ
の
年
の
祭
礼
に
は
芸
人
が
一
人
も
訪
れ
る
こ
と
が
な
く
賑
わ
い
が
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、
寺
社
町
奉
行
か
ら
こ
の
先
賑
わ
い
が
な
い
よ
う
な
ら
ば

興
行
権
を
没
収
す
る
と
い
う
達
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
観
客
を
集
め
る
た

め
浄
瑠
璃
に
所
作
事
を
加
え
る
許
可
を
求
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
京
助

も
同
様
に
考
え
て
い
た
の
で
不
本
意
な
が
ら
連
名
で
願
書
を
提
出
し
た
の

で
あ
る
。

　

二
条
目
。
去
年
八
月
に
坂
東
尾
若
に
よ
る
浄
瑠
璃
と
小
踊
の
興
行
の
出

願（
（1
（

を
私
と
御
駒
太
夫
の
源
二
郎
が
連
名
で
出
し
た
理
由
は
、
本
来
浄
瑠
璃

と
小
踊
り
の
勧
進
元
は
私
一
人
で
仕
切
っ
て
き
た
が
、
坂
東
尾
若
の
芸
に

は
小
芝
居
同
様
の
も
の
が
あ
る
の
で
源
二
郎
と
連
名
で
願
書
を
提
出
し
た

の
で
あ
る
。

　

三
条
目
。
藤
間
琴
司
の
浄
瑠
璃
と
小
踊
り
の
出
願（

（1
（

を
私
単
独
で
提
出
し

た
理
由
と
は
、
藤
間
の
踊
り
に
は
小
芝
居
が
な
く
、
前
に
も
申
し
上
げ
た
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通
り
踊
り
は
私
の
掛
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
江
戸
に
は
藤
間
座

と
中
村
座
と
い
う
踊
座
が
あ
る
が
、
去
年
の
坂
東
尾
若
は
両
座
に
は
属
し

て
い
な
い
か
ら
御
駒
太
夫
と
連
名
で
出
願
し
た
。
ま
た
、
坂
東
尾
若
の
興

行
に
は
小
芝
居
が
あ
る
の
で
花
道
を
つ
け
た
が
、
今
回
の
藤
間
琴
司
は
踊

り
だ
け
な
の
で
花
道
は
つ
け
な
い
。
踊
り
は
私
の
掛
り
で
あ
る
。

　

こ
の
「
口
上
之
覚
」
は
、
鈴
江
家
が
踊
り
の
勧
進
元
で
あ
る
こ
と
を
主

張
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て

藩
は
、「
四
郎
佐
之
家
ニ
て
定
式
之
有
事
と
相
見
得
候
、
依
而
何
之
掛
り

之
者
候
哉
御
番
所
申
上
置
様
ニ
此
度
之
御
用
は
相
済
被
仰
付
候
、
興
行
之

儀
は
差
支
無
之
興
行
可
致
」
と
、
鈴
江
家
が
勧
進
元
と
な
っ
て
い
た
芸
能

を
書
き
上
げ
提
出
す
れ
ば
そ
の
興
行
権
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
「
御

駒
太
夫
源
二
郎
江
も
右
之
趣
御
用
相
済
候
よ
し
」
と
、
御
駒
太
夫
に
も
同

様
に
提
出
を
命
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
嘉
永
元
年
盛
岡
藩
は
、
芸
能

の
勧
進
元
を
青
物
丁
の
菊
松
に
一
本
化
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
が
失
敗
し

た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
と
こ
ろ
が
、
嘉
永
四
年
に
な
っ
て
御
駒
太
夫
と

操
座
元
の
興
行
権
を
め
ぐ
る
争
い
に
介
入
し
、
芸
ご
と
に
勧
進
元
を
確
定

す
る
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
藩
の
政
策
が
転
換
し
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

八
月
一
一
日
四
郎
佐
は
、
鈴
江
家
が
勧
進
元
を
行
っ
て
い
た
芸
能
を
書

上
げ
た
「
覚
」
を
提
出
し
た
。
こ
の
時
四
郎
佐
が
届
け
出
た
芸
能
の
種
類

は
、
大
操
、
碁
盤
廻
人
幷
子
踊
、
為
寄
浄
瑠
璃
、
軍
談
講
釈
、
浮
世
噺
家

の
五
種
類
で
、
踊
り
に
関
す
る
芸
能
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
踊
り
は
自
分

の
担
当
だ
と
い
う
四
郎
佐
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

碁
盤
廻
と
は
人
形
を
碁
盤
の
上
で
操
る
も
の
で
、
碁
盤
操
り
や
浄
瑠
璃
碁

盤
人
形
と
呼
ば
れ
る
芸
能
で
あ
る
。
寄
席
浄
瑠
璃
、
軍
談
講
釈
、
噺
家
は

語
り
物
の
芸
能
で
あ
る
。
嘉
永
四
年
盛
岡
藩
は
、
鈴
江
家
は
操
芸
と
語
り

物
の
勧
進
元
だ
と
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
門
屋
は
、
御
駒
太
夫
の
掛
り
を
記
し
た
「
職
分
掛
り
」
と
い
う

史
料
を
紹
介
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
御
駒
太
夫
の
掛
り
と
は
、
曲

馬
・
軽
業
・
小
芝
居
・
竹
田
・
力
持
・
こ
ま
廻
し
・
八
人
芸
・
か
ら
く
り

な
ど
の
小
見
世
も
の
、
あ
め
・
お
こ
し
、
陰
陽
家
・
坊
主
・
山
伏
・
神
道

者
、
守
札
引
き
配
り
、
獅
子
舞
で
あ
る
と
い
う
。
御
駒
太
夫
の
掛
り
と
し

て
挙
が
っ
た
芸
能
が
、
嘉
永
四
年
に
確
定
し
た
鈴
江
家
の
掛
り
と
重
な
ら

な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
史
料
に
は
日
付
の
記
載
が
な
い
の
で
年
代
を

確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
門
屋
は
、
こ
の
史
料
が
書
か
れ
た
時
期
を

御
駒
太
夫
京
吉
が
史
料
上
で
確
認
で
き
る
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
以

降
と
推
定
し
て
い
る
が
、
御
駒
太
夫
と
操
座
元
の
掛
が
確
定
し
た
嘉
永
四

年
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
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お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
作
業
を
整
理
し
、
盛
岡
藩
の
芸
能
政
策
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
本
稿
の
作
業
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。
近

世
初
期
に
鈴
江
家
が
人
形
と
と
も
に
盛
岡
に
伝
え
た
操
り
は
一
人
遣
い

で
、
三
味
線
や
浄
瑠
璃
語
り
の
な
い
簡
素
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
時

期
や
契
機
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
三
味
線
と
浄
瑠
璃
語
り
を
伴
っ
た
人

形
浄
瑠
璃
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
進
化
を
と
げ
た
。
鈴
江
家
は
、
藩
ま
た
は

藩
主
個
人
の
保
護
を
受
け
て
存
続
し
て
き
た
。
具
体
的
な
保
護
策
と
し
て

は
、
領
内
の
門
付
の
権
利
、
旅
芸
人
の
勧
進
元
を
勤
め
る
権
利
、
印
判
師

と
し
て
藩
の
御
用
を
勤
め
る
権
利
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
門
付
権

の
保
障
は
、
藩
の
旅
芸
人
政
策
と
相
ま
っ
て
、
鈴
江
家
の
弟
子
は
領
内
の

門
付
、
旅
芸
人
は
盛
岡
で
の
小
屋
掛
け
興
行
と
い
う
棲
み
分
け
を
生
み
出

し
た
。
ま
た
、
盛
岡
藩
は
、
盛
岡
で
の
諸
芸
能
の
勧
進
元
を
一
元
化
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
嘉
永
四
年
に
は
芸
の
種
類
ご
と
に

決
ま
っ
た
勧
進
元
が
担
当
す
る
制
度
が
確
定
し
た
。
こ
の
と
き
鈴
江
家
に

興
行
権
が
保
障
さ
れ
た
芸
能
と
は
人
形
操
り
と
語
り
物
に
属
す
る
芸
で
、

大
操
、
碁
盤
廻
人
と
子
踊
、
為
寄
浄
瑠
璃
、
軍
談
講
釈
、
浮
世
噺
家
の
五

つ
だ
っ
た
。

　

盛
岡
藩
の
芸
能
政
策
に
つ
い
て
は
、
領
内
外
の
芸
人
に
拘
わ
ら
ず
許
可

制
で
あ
り
、
特
に
他
領
の
芸
人
に
つ
い
て
は
領
内
へ
の
出
入
り
や
宿
泊
場

所
に
つ
い
て
厳
し
い
制
限
を
設
け
、勧
進
元
を
と
お
し
て
管
理
し
て
い
た
。

藩
が
管
理
し
て
い
た
た
め
興
行
の
可
否
は
藩
の
政
治
的
意
図
、
も
し
く
は

藩
主
の
嗜
好
に
左
右
さ
れ
た
。
藩
は
、
城
下
に
賑
わ
い
を
求
め
る
場
合
に

旅
芸
人
を
呼
び
、
そ
の
芸
人
が
期
待
に
応
え
て
人
気
が
出
れ
ば
興
行
の
延

長
に
応
じ
る
が
、
人
気
が
出
な
け
れ
ば
興
行
終
了
後
た
だ
ち
に
領
外
へ
で

る
よ
う
通
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
盛
岡
藩
の
芸
能
政
策
と
は
特
定

の
勧
進
元
に
よ
っ
て
興
行
を
管
理
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
課
題
を
三
つ
挙
げ
て
終
わ
り
た
い
。

　

第
一
は
、
№
22
の
峯
五
郎
の
出
願
書
類
に
付
け
ら
れ
た
「
扣
」
に
で
て

く
る
上
様
は
誰
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
峯
五
郎
ら
は
「
右

之
者
共
ハ
御
上
様
御
差
図
有
之
被
下
候
者
と
相
見
得
申
候
」
と
、
上
様
の

命
令
で
江
戸
か
ら
来
た
可
能
性
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
上
様
と

は
、
十
四
代
藩
主
南
部
利
剛
（
一
八
二
七
～
一
八
九
六
）
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
利
剛
は
十
二
代
利
済
の
三
男
で
、
十
三
代
利
義
の
実
弟
で
あ
り
、

こ
の
と
き
は
参
勤
の
た
め
江
戸
に
い
た
。藩
主
と
い
っ
て
も
実
権
は
な
く
、

実
父
で
十
二
代
藩
主
南
部
利
済
が
藩
政
を
握
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
藩
主

利
剛
と
利
済
の
権
力
の
二
重
構
造
が
存
在
す
る
な
か
、
江
戸
の
利
剛
が
芸



― 39 ― 幕末維新期盛岡における操興行と盛岡藩

人
を
盛
岡
に
送
り
込
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
政
治
的
意
図
は
何
だ
ろ
う

か
。

　

第
二
に
、【
図
表
２
】
に
よ
る
と
興
行
数
の
第
二
の
ピ
ー
ク
が
明
治
二

年
に
あ
る
こ
と
と
、【
図
表
１
】
の
№
54
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
以
後

の
興
行
が
す
べ
て
鈴
江
家
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
理
由
で
あ
る
。
可

能
性
と
し
て
、
幕
末
維
新
期
の
政
情
不
安
、
特
に
戊
辰
戦
争
の
混
乱
に
よ

り
旅
芸
人
が
盛
岡
に
来
な
く
な
っ
た
代
わ
り
と
し
て
鈴
江
家
が
興
行
し
た

こ
と
、
こ
の
時
期
に
鈴
江
家
に
よ
る
興
行
の
レ
ヴ
ェ
ル
が
上
が
り
旅
芸
人

を
呼
ば
な
く
と
も
良
い
状
態
に
な
っ
た
こ
と
、
鈴
江
家
が
盛
岡
の
民
情
を

安
定
さ
せ
る
た
め
に
自
主
的
に
興
行
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
く
。

　

第
三
が
、
い
つ
ご
ろ
ま
で
興
行
が
続
い
て
い
た
の
か
、
な
ぜ
廃
れ
て
し

ま
っ
た
の
か
で
あ
る
。
人
形
発
見
当
時
鈴
江
家
に
は
操
に
関
す
る
伝
承
が

な
か
っ
た
。
ま
た
、
発
見
さ
れ
た
人
形
が
か
な
り
痛
ん
で
い
た
こ
と
か
ら

推
察
す
る
と
、
近
代
の
早
い
段
階
で
盛
岡
で
の
操
興
行
が
忘
れ
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
盛
岡
藩
の
芸
能
政
策
が
全
国
的
に
普
遍
的
な

も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
盛
岡
藩
独
特
の
も
の
な
の
か
、
明
確
な
答
え
は

持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
分
野
の
研
究
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

注（
1
）�

淡
路
人
形
と
は
、
淡
路
島
に
伝
え
ら
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
に
使
う
人
形
で
、
文
楽
の

人
形
と
異
な
り
野
掛
け
舞
台
だ
っ
た
た
め
、
大
き
な
容
姿
と
な
っ
た
（
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
資
料
館
展
示
解
説
よ
り
）。

（
2
）�

門
屋
光
昭
「
盛
岡
藩
の
操
師
鈴
江
四
郎
兵
衛
と
淡
路
人
形
」（『
民
族
芸
能
研
究
』

第
四
号
、
一
九
八
八
年
一
月
）、
門
屋
光
昭
・
山
本
玲
子
「
盛
岡
藩
の
操
師
鈴
江

四
郎
兵
衛
資
料
に
つ
い
て
」（『
岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
第
六
号
、

一
九
八
八
年
八
月
）。
の
ち
に
門
屋
光
昭
『
淡
路
人
形
と
岩
手
の
芸
能
集
団
』（
シ

グ
ナ
ル
社
、
一
九
九
〇
年
）
に
収
録
。

（
3
）�

鈴
江
人
形
調
査
委
員
会
の
委
員
八
木
橋
伸
浩
に
よ
る
と
、
人
形
を
保
管
し
て
い

た
葛
篭
に
傷
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
箱
廻
し
と
よ
ば
れ
た
門
付
け
の
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
。

（
4
）�

鈴
江
家
文
書
を
整
理
し
た
門
屋
は
こ
の
覚
の
表
題
を
「
操
座
元
四
郎
兵
衛
之
覚
」

と
し
て
い
る
。

（
5
）�

同
じ
く
門
屋
は
こ
の
覚
の
表
題
を
「
盛
岡
藩
御
印
判
師
二
葉
屋
四
郎
兵
衛
之
覚
」

と
し
て
い
る
。

（
6
）
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
。
現
在
翻
刻
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）「
寺
社
町
奉
行
留
」（
岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
、
新
渡
戸
文
庫31-70

）。

（
8
）�「
御
家
被
仰
出
」
五
二
六
、六
七
七
（
藩
法
研
究
会
『
藩
法
集　

盛
岡
藩
』、

一
九
七
〇
年
）。

（
9
）「
南
部
藩
文
化
律
」
項
目
一
〇
〇
（
岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
、
郷
土
資
料32-8

）。

（
10
）『
日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
』
第
九
巻
（
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）。

（
11
）
前
掲
注
（
8
）。

（
12
）�
横
川
良
助
『
内
史
略
』（
岩
手
史
叢
第
三
巻
、
岩
手
文
化
財
愛
護
協
会
、

一
九
七
四
年
）。

（
13
）�

門
屋
に
よ
る
と
、
御
駒
太
夫
と
は
盛
岡
藩
お
抱
え
の
芸
能
集
団
で
、
芝
居
諸
興
行

の
支
配
権
を
持
ち
、
駒
形
祭
神
の
札
を
は
じ
め
藩
内
諸
神
の
絵
像
の
販
売
を
独
占
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す
る
七
軒
丁
と
も
よ
ば
れ
た
集
団
の
頭
取
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
吉
田
隆
一
は
、

盛
岡
の
七
軒
丁
以
外
に
も
御
駒
太
夫
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
藩
内
の
重
要
な
拠

点
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
吉
田
隆
一
「
盛
岡
藩
土
沢
町
御
駒
太
夫
と

藩
政
後
期
の
芸
能
伝
播
」（『
民
俗
芸
能
研
究
』
二
九
、一
九
九
九
年
一
一
月
）。

（
14
）�

鈴
江
人
形
調
査
委
員
会
の
委
員
福
原
敏
男
か
ら
、
所
作
事
と
は
派
手
な
し
ぐ
さ
や

お
ど
り
だ
と
い
う
指
摘
を
受
け
た
。

（
15
）
№
23
の
嘉
永
四
年
七
月
二
五
日
出
願
の
峯
五
郎
の
事
例
。

（
16
）
№
24
の
嘉
永
四
年
七
月
二
八
日
出
願
の
琴
司
の
事
例
。

（
17
）「
御
駒
太
夫
京
吉
家
之
古
文
」
所
収
。
門
屋
前
掲
書
。


